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第66回瑞浪美濃源氏七夕まつり実行委員会事務局（瑞浪商工会議所内）　☎0572-67-2222

まつりの企画・運営ボランティアを随時募集しています。
詳細は実行委員会事務局まで。

（詳細は8月1日発行の次号に掲載）

一緒にまつりを盛り上げませんか?

9日は10～22時（予定）
10日は10～21時

会場：JR 瑞浪駅前

アマチュアの弾き語り、バンド、ダンス、漫才などで、一緒に駅前を盛り上げましょう！
開催日：8 月9 日㈯　10 日㈰　
申込・問合せ先：松原　メールpaulmatsucartney@gmail.com

練習日：毎週木曜（19 時30 分～21 時）、日曜18 時～21 時
場所：瑞浪小学校 体育館
参加自由・直接練習会場にお越しください。
問合せ先：バサラ瑞浪普及振興会　☎0572-68-2248（ナガヤ）

申込方法：申込用紙（裏面にもあります）を商工会議所か市内金融機関にお持
ちください。
便利なネット決済でのお申込みも可能です。

まつりボランティア募集
ステージ出演者募集（7/16㈬まで）

バサラ瑞浪公開踊り練習会 参加者募集みずなみ祈願花火募集（7/14 ㈪まで）

募集❹
募集❷

募集❸募集❶

スケジュール
8/9（土） 両日

みずなみ祈願 

大花火大会 と

フォークダンスと盆踊りの夕べ
陶土フェスタ

バサラ演舞と
総踊り
チロリン村
駅前 音楽村＆フードコート

第66回 
瑞浪美濃源氏 七夕まつり 8/

9
（土）

10
（日）

員・議
員
は
、企
業
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ロ
ー
ド
」
を
見
学
。
楽

器
や
音
響
機
器
な
ど
、
ヤ

マ
ハ
の
歴
史
と
革
新
を
象

徴
す
る
多
彩
な
製
品
展
示

を
通
じ
て
、
も
の
づ
く
り

に
込
め
ら
れ
た
技
術
力
と

デ
ザ
イ
ン
の
魅
力
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
、
時
代
ご
と
の

代
表
的
な
製
品
が
一
堂
に

展
示
さ
れ
た
ゾ
ー
ン
で
は
、

製
品
開
発
の
歩
み
を
時
系

列
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
参
加
者
が
足
を
止

め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
理
念
や
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
に
関
す
る

パ
ネ
ル
展
示
も
あ
り
、
ヤ

マ
ハ
の
経
営
姿
勢
や
国
際

な
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
員
総
会
は
、

静
岡
県
浜
松
市
の
ヤ
マ
ハ

株
式
会
社
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ロ
ー
ド
の
視
察
を
併
せ

て
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
30
名
の
役

技
術
と
伝
統
を
巡
る

�

浜
松
視
察

　
当
商
工
会
議
所
の
第

１
２
２
回
通
常
議
員
総
会

を
６
月
19
日
㈭
に
開
催
し
、

令
和
６
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

景
山
助
夫
会
頭
よ
り
、
令

和
７
年
10
月
末
を
も
っ
て

会
頭
職
を
退
く
旨
の
正
式

20
年
に
一
度
の
貴
重
な
神

事
で
す
。

　
当
日
は
、
瑞
浪
市
・
土

岐
市
・
多
治
見
市
か
ら
総

勢
約
１
３
０
０
人
が
参

加
。
全
員
が
揃
い
の
半
纏

を
身
に
ま
と
い
、「
エ
ン

ヤ
、
エ
ン
ヤ
」
の
掛
け
声

を
響
か
せ
な
が
ら
、
瑞
浪

駅
前
か
ら
明
徳
橋
ま
で
の

約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
を
勢

い
よ
く
奉ほ
う

曳え
い

し
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
ひ
と
目
見
よ

う
と
沿
道
に
は
多
く
の
市

響
き
渡
る

�

威
勢
の
よ
い
掛
け
声

民
や
近
隣
住
民
が
集
ま
り
、

「
こ
の
よ
う
な
機
会
に
巡

り
合
え
る
と
は
貴
重
な
経

験
」
と
い
っ
た
喜
び
の
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
奉
曳
前
に
は
中
京
高
等

学
校
の
和
太
鼓
と
吹
奏
楽

部
が
演
奏
を
披
露
し
、
行

列
の
出
発
を
力
強
く
後
押

し
し
ま
し
た
。
明
徳
橋
到

着
後
は
瑞
浪
中
央
公
園
に

場
所
を
移
し
、
奉
迎
送
祭

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
伊
勢
神
宮

御
神
木
御お

木き

曳ひ
き

奉
賛
会
長

を
務
め
る
景
山
助
夫
・
瑞

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、

�

式
典
が
は
じ
ま
る

浪
商
工
会
議
所
会
頭
が
式

辞
を
述
べ
、「
式
年
遷
宮

は
日
本
の
伝
統
・
文
化
・

技
術
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ

神
聖
な
行
事
で
あ
り
、
皆

様
と
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
喜
び
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
語

り
、
伊
勢
へ
の
道
中
が
つ

つ
が
な
く
進
む
こ
と
を
祈

願
し
ま
し
た
。
式
典
の
前

後
に
は
麗
澤
瑞
浪
中
学
・

高
等
学
校
の
演
奏
も
あ
り
、

行
事
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
瑞
浪
の
地
に
息
づ
く
信

仰
と
伝
統
が
、
多
く
の

人
々
の
心
に
深
く
刻
ま
れ

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

境
内
に
初
夏
の
趣
を
感
じ

な
が
ら
、
し
ば
し
足
を
止

め
て
眺
め
る
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　
一
日
を
通
じ
て
、
参
加

者
相
互
の
親
睦
も
一
層
深

ま
る
有
意
義
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
６
月
７
日
㈯
、
伊
勢
神

宮
の
第
63
回
式
年
遷
宮
に

伴
う
御
神
木
奉
迎
送
行
事

が
、
瑞
浪
市
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
へ

と
向
か
う
神
聖
な
御
神
木

を
迎
え
る
こ
の
行
事
は
、

的
な
存
在
感
に
感
銘
を
受

け
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
員
総
会
を

挟
ん
で
浜
松
市
北
部
の
名

刹
・
龍り

ょ
う
た
ん
じ

潭
寺
を
訪
問
。
井

伊
氏
ゆ
か
り
の
品
々
や
小

堀
遠
州
作
と
さ
れ
る
池
泉

式
鑑
賞
庭
園
を
見
学
し
ま

し
た
。
ア
ジ
サ
イ
が
彩
る

　
大
湫
宿
は
瑞
浪
市
大
湫

町
に
所
在
し
た
中
山
道
の

宿
場
で
す
。江
戸
か
ら
47
番

目
、京
都
か
ら
23
番
目
に
位

置
し
、か
つ
て
は
宿
を
指
す

場
合
は「
大
久
手
」、村
を
指

す
場
合
は「
大
湫
」と
記
載

し
た
よ
う
で
す
。

　
東
の
大
井
宿
ま
で
は
約

14
㎞
、
西
の
細
久
手
宿
ま

で
は
約
６
㎞
で
、
旧
美
濃

国
中
で
最
も
高
所
に
位
置

す
る
宿
場
で
し
た
。

　
下
の
写
真
は
、
天
保
６

～
８
年（
１
８
３
５-

３

７
）頃
、
歌
川
広
重
と
渓

斎
英
泉
に
よ
る
多
色
刷
木

版
画
の
連
作
「
木
曽
海
道

六
拾
九
次
」
シ
リ
ー
ズ
の

一
枚
で
、
歌
川
広
重
に
よ

り
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

大
湫
宿
か
ら
西
に
向
か

っ
て
一
組
の
夫
婦
？
が

背し
ょ
い
こ
負
子
に
芝
を
背
負
っ
て

歩
い
て
い
る
風
景
で
、
画

面
左
側
に
あ
る
大
き
な
岩

も
目
を
引
き
ま
す
。

　
こ
の
絵
の
モ
デ
ル
と
な

っ
た
場
所
は
、
宿
場
西
方

約
５
０
０
ｍ
に
あ
る
ポ
ケ

ッ
ト
パ
ー
ク
の
休
憩
所
付

近
と
い
わ
れ
、
今
も
そ
れ

ら
し
い
岩
や
景
観
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
所
の
付
近
に
は

二
つ
岩
（
母ほ

衣ろ

岩
・
烏え

帽ぼ

子し

岩
）
と
い
う
名
所
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
広
重
は

大
湫
の
特
徴
を
「
岩
」
と

捉
え
、
こ
の
構
図
を
決
め

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
解
説
】
瑞
浪
市
み
ず
な
み

未
来
部
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課

�

砂
田
　
普
司
　
氏

▲イノベーションロードのロビーにて

▲館長による解説から技術革新の歩みを知る

▲岩を背にした峠越えの一景

▲多くの人に見送られ式典会場に向かう（明徳橋）

▲景山奉賛会長（瑞浪商工会議所会頭）の式辞

第
122
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催

浜
松
を
視
察  

ヤ
マ
ハ
の
技
術
革
新
と
歴
史
に
触
れ
る

20 
年
に
一
度
の
伝
統
行
事
に
１
３
０
０
人
が
参
集

瑞
浪
で
盛
大
に
奉
曳
と
奉
迎
送
祭
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瑞
浪
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
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７
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︲
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２
２
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７
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︲
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０

info@
m
zcci.or.jp

FAX

相
談
所
だ
よ
り

お
問
合
せ
は
瑞
浪
商
工
会
議
所
へ

おじゃま
します

リレー訪問リレー訪問

事業に関するご相談は、瑞浪商工会議所までお気軽にご連絡ください。☎ 67-2222

小規模企業共済は、「小規模企業経営
者のための退職金制度」です。
★掛け金は全額所得控除
★受取る共済金は、退職所得扱い

（一括受取）
★掛け金は、1千円～7万円（500円単位）

詳しくは	瑞浪商工会議所 まで

小規模企業共済制度

今
回
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
い
ち
い
（
ど
ん
ぐ
り
工
房
）

さ
ん
の
ご
紹
介
で
司
法
書
士
法
人

た
な
か
事
務
所
さ
ん
を
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
田
中	

定
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

創
業現在

、
当
事
務
所
は
司
法
書
士

２
名
（
田
中
・
小
司
）、
ス
タ
ッ

フ
３
名
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

起
業
以
前
は
会
社
員
と
し
て
経

理
の
職
務
を
担
っ
て
お
り
ま
し
た
。

か
ね
て
よ
り
独
立
す
る
こ
と
を
意

識
し
て
い
た
た
め
、
一
念
発
起
し
、

１
９
７
８
年
に
起
業
い
た
し
ま
し

た
。
会
社
員
時
代
、
経
理
担
当
と

ま
す
。『
わ
か
ら
な
い
』
こ
と
か

ら
悩
み
が
始
ま
り
、『
わ
か
ら
な

い
』
か
ら
悩
み
続
け
ま
す
。
私
た

ち
が
お
悩
み
解
決
の
手
助
け
を
す

る
こ
と
で
、
心
が
楽
に
な
る
、
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
、
そ
ん
な
司
法

書
士
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
瑞
浪
は
私
の
生

ま
れ
育
っ
た
故
郷
で
あ
り
、
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
愛
着
の
あ
る
土

地
で
す
の
で
、
地
域
の
方
々
の
安

ら
か
な
人
生
に
貢
献
し
て
い
け
れ

ば
と
日
々
考
え
て
お
り
ま
す
。

将
来
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

今
後
も
皆
様
の
お
悩
み
事
、
お
困

り
事
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
法
務
局
や
役
所
関
連
等

も
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
な
ど
我
々

を
取
り
巻
く
状
況
は
日
々
変
化
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
長
く
、
皆
様

に
寄
り
添
っ
て
い
け
る
よ
う
、
こ

う
い
っ
た
変
化
に
も
迅
速
に
対
応

し
、
素
早
く
行
動
を
起
こ
し
て
い

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

司
法
書
士
法
人
た
な
か
事
務
所

田
中
　
　
定

小
司
　
隆
信

瑞
浪
市
上
平
町
１
‐
３

☎
０
５
７
２
‐
６
７
‐
１
８
１
５

次
回
は
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
東
和
産

業
株
式
会
社
さ
ん
を
訪
問
し
ま
す
。

し
て
司
法
書
士
の
方
と
接
す
る
機

会
も
多
く
、
こ
の
時
の
経
験
が
司

法
書
士
を
志
す
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

１
９
７
８
年
に
事
務
所
を
開

業
、
そ
の
後
共
同
事
務
所
「
司
法

書
士
田
中
・
小
司
事
務
所
」
と
な

り
、
２
０
０
７
年
に
法
人
化
、
２

０
１
２
年
に
名
称
を
現
在
の
「
司

法
書
士
法
人
た
な
か
事
務
所
」
に

定
め
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
地
元

瑞
浪
、
地
域
に
密
着
し
た
司
法
書

士
事
務
所
を
目
指
し
開
業
し
て
か

ら
、
そ
の
想
い
は
今
も
変
わ
ら
ず

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

仕
事
内
容

こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
不
動

産
登
記
、
商
業
登
記
の
申
請
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
登

記
だ
け
で
は
市
民
の
方
の
悩
み
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考

え
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
債
務
整
理
、

債
権
回
収
、
少
額
訴
訟
な
ど
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
年

代
と
性
格
の
違
う
複
数
の
司
法
書

士
が
独
自
の
視
点
で
解
決
方
法
を

検
討
し
、
最
善
の
解
決
策
を
ご
提

案
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

世
の
中
に
は
、
様
々
な
悩
み

を
抱
え
て
い
る
方
が
沢
山
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
相
続
の
問
題
、
後

見
人
の
問
題
、
債
務
整
理
の
問

題
な
ど
法
律
で
解
決
で
き
る
も

の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
司

法
書
士
と
聞
く
と
、
敷
居
が
高

い
、
縁
遠
い
と
イ
メ
ー
ジ
を
抱

か
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
は
一
度
、
我
々
「
街
の
法
律

家
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
法

律
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
少
し

で
も
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

モ
ッ
ト
ー

地
域
密
着
、
街
の
法
律
家
と

し
て
皆
様
の
お
悩
み
解
決
の
手

助
け
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

300

身
近
な
街
の

法
律
家
と
し
て
…

司
法
書
士
法
人
た
な
か
事
務
所

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

（
中
退
共
）
制
度
は
、
中

小
企
業
の
事
業
主
が
、
従

業
員
の
退
職
金
を
計
画
的

に
準
備
で
き
る
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。
事
業
主
が

中
退
共
と
退
職
金
共
済
契

約
を
結
び
、
毎
月
の
掛
金

を
金
融
機
関
に
納
付
す
る

こ
と
で
、
従
業
員
が
退
職

し
た
際
に
、
そ
の
従
業
員

に
中
退
共
か
ら
退
職
金
が

直
接
支
払
わ
れ
ま
す
。

〈
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
〉

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

▼
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、

手
数
料
不
要

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族

従
業
員
も
加
入
で
き
る

▼
外
部
積
立
型
で
管
理
が

簡
単

中
小
企
業
退
職
金
共
済
に

ご
加
入
を
！

▼
他
の
退
職
金
・
企
業
年

金
制
度
等
と
の
資
産
移

換
も
可
能

※
一
部
対
象
外
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、

下
記
コ
ー
ド

Ｈ
Ｐ
よ
り
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　「
ジ
ン
サ
ポ
！
ぎ
ふ
」

の
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
、

公
設
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
機
関
「
岐
阜
県
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
」
の
専
門

家
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、採
用・

人
材
育
成
・
定
着
な
ど
人

材
確
保
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
お
悩
み
の
相
談
に
対
応

し
ま
す
！

■
対
象

岐
阜
県
内
に
本
社
・
営
業

所
な
ど
が
あ
る
企
業

■
日
時

７
月
18
日
㈮
、９
月
12
日
㈮

各
日
13
時
／
14
時
／
15
時

■
場
所

多
治
見
市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー

「
た
じ
み
経
営
相
談
窓
口
」

（
多
治
見
市
新
町
１
‐
23

多
治
見
市
産
業
文
化
セ
ン

タ
ー
２
階
）

■
申
込
方
法

Ｈ
Ｐ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
。

下
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
よ
り
お

申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
お
問
合
せ
先

岐
阜
県
中
小
企
業
総
合
人

材
確
保
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ン

サ
ポ
！
ぎ
ふ
）

☎
０
５
８
‐
２
７
８
‐
１

１
４
６

FAX
０
５
８
‐
２
７
８
‐
１

１
４
８

kigyo@
jinzai-gifu.jp

オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
制
度

説
明
会
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
合
せ
先

中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部

☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１

２
３
４

人
材
確
保
に
お
困
り
の
企
業
･

事
業
主
向
け
出
張
個
別
相
談
２
０
２
５

田中　定 氏小司　隆信 氏

人
材
定
着
対
策
に
…

▲HP

▲ HP ▲オンライン説明会

ジ
ン
サ
ポ
！
Ａｓｓ
ｉｓ
ｔ 
in 
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

無料・要予約

日本政策金融公庫による
金融相談会を開催します

◎お問合せ先：瑞浪商工会議所　☎67-2222

瑞浪商工会議所では、日本政策金融公庫多治見
支店の融資担当者に直接相談出来る「金融相談会」
を毎月第二木曜日に開催しています。

今後の仕入や諸経費支払資金などの運転資金、
店舗改装や車輌・工具の買い替えなどの設備資金
の調達をご検討の方、これから創業を検討されて
いる方など、幅広くご相談に対応致します。

是非当相談会をご利用ください。

【開 催 日】7月10日㈭
8月14日㈭
9月11日㈭

【時　　間】10時～15時
【開催場所】瑞浪商工会議所1階

第一相談室
※定例相談会は事前予約制です。

第35回 美濃源氏フォーラム 中高生歴史シンポジウム

▲井沢元彦 氏

【日 時】８月10日㈰　13時～17時
【場 所】瑞浪市総合文化センター３階講堂
【講 師】井沢 元彦 氏（作家・歴史研究家）
【演 題】新日本の歴史～部活から歴史クラブ誕生
【会 費】中高生 無料　

大学生・障がい者 500円、一般 1,000円
【お問合せ先】美濃源氏フォーラム

☎090-5108-8374（井澤）

中学校の部活動が無くなり、地域のクラブ化
に形態が変わるのに合わせ、「美濃源氏歴史ク

ラブ」を立ち上げます。文科系の部活動が少ない中で、
美濃源氏土岐氏を中心とした歴史クラブのあり方を考
えます。

週刊誌「逆説の日本史」を連載し、「真日本の歴史」を提
言する井沢元彦氏の講演を始めとして、中高生、教員、
研究者の意見発表の機会を設けます。

【主 旨】

MINO SUSTAINABLE CERAMIC PROJECT 準備委員会
事務局：多治見市役所商工観光課

☎0572-22-1250　FAX0572-25-3400
お　問
合せ先

MINO
サステナブル
セラミック
プロジェクト
説明会 vol.1
日本最大の陶産地「MINO」から世界に先駆けて不用陶磁器を活用した

循環経済の実現を目指すプロジェクト！

①窯業を取り巻く環境課題について
②コンソーシアムの立ち上げについて
③不用陶磁器の回収について
④セルベンを使用したリサイクル陶磁器の製造について
⑤プロジェクトのスケジュール感について

■お申込みについて
事前予約は不要ですが、おおよその人数把握のため、ご来場
が確定されている場合、FAX・メール・Google フォームの
いずれかにてお申込みをお願いいたします。

▲メール
minosuscp@gmail.com

▲Google フォーム

7/5土10：00～12：00
セラミックパークMINO１階　国際会議場

（多治見市東町4-2-5）会場

テ
ー
マ



　日本酒などの麴（こうじ）を使った「伝統的
酒造り」が昨年12月にユネスコ無形文化遺産
に登録され、俄かに酒蔵が注目される中、ここ
東美濃地域では、県内で42年ぶりとなる新た
な酒米「酔むすび」が誕生。注目が集まる日本
酒業界にスポットを当てた特集です。
　今回は、若葉株式会社の１４代目　伊藤郁
太朗氏にお話を伺いました。
新酒米「酔むすび」について
　今まで醸造していたお酒と違いエレガントで上品な味わいに仕上がりまし
た。お客様からは好評ですが、贅沢な価格帯と捉えられることがあります。仕込
み始めてまだ日が浅く、発展途上の酒米であるため、その可能性は未知数で
す。今後、どのように造るかを絞り込んでいきたいと考えています。
造り酒屋としての思い
　「伝統的酒造り」がユネスコ無形文化遺産に登録されたことにより、今まで以
上に活動の幅を広げることが求められるようになっています。現在、小規模な
がら海外へも輸出していますが、もっと海外市場にも販路を見出す必要がある
と考えます。実際に取り組んでみないとコストや売上への影響はわかりません
が、突破口を見つけたいと思います。
新酒「酔むすび」の販売・PRについて
　２月の蔵開きでは、「酔むすび」の発表後だったため、目当ての方もたくさん
ご来場いただきました。岐阜や名古屋でお酒が好きな人やアンテナを張ってい
る人は「酔むすび」をすでに知っていらっしゃいますが、東京ではまだあまり知
られていません。今のところは、「新しいお米で造ったお酒」と強調する事で手
に取っていただけますが、今後も継続的に選んでいただけるかはわからないた
め、売り込み方を考えていきたいと思います。

今後の取り組みについて
日吉の営農などの地元とのつながりを
大切にし、先代が築き上げてきたものを
受け継ぎながら、時代の流れに沿ったお
酒造りをしていきたいと思います。

若葉株式会社　瑞浪市土岐町7270-1
☎0572-68-3168

酒蔵に聞く！ Vol.2 若葉株式会社
14代目 伊藤郁太朗氏特 別 企 画

暖簾の前で写る伊藤氏

「聞かせて。あなたのちょっといい話」
『ちょっといい話』とは、皆さんが毎日の中で見た・聞いた・体験し
た心に響く出来事をお話にしたものです。人と人とのつながりの中
で感じる嬉しい気持ちや、自分の心にしまっておくだけではもったい
ない『ちょっといい話』を募集します。たくさんのご応募お待ちし
ています。　※応募の詳細は、下記二次元コードからご覧ください。
◆応募・お問合せ先
　瑞浪市役所 市民協働課　☎６８‐９７５６
◆応募締切　9 月 30 日（火）

　「
土
岐
川
に
ぎ
わ
い
活

性
化
事
業
」
と
は
、
瑞
浪

市
内
を
流
れ
る
土
岐
川
で

か
つ
て
見
ら
れ
た
ア
ユ
の

姿
を
も
う
一
度
見
た
い
と

い
う
地
元
の
声
を
聴
き
、

昨
年
度
よ
り
瑞
浪
市
観
光

協
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
事

業
で
す
。

　
同
協
会
の
板
垣
廣
光
会

長
は
、
市
内
を
流
れ
る
土

岐
川
を
皆
が
楽
し
め
る
ス

ポ
ッ
ト
に
し
て
い
く
と
い

う
構
想
の
も
と
、「
き
な

ぁ
た
瑞
浪
」
の
Ｐ
Ｒ
事
業

の
一
環
と
し
て
、
６
月
５

日
㈭
に
ア
ユ
の
放
流
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、「
き
な
ぁ

た
瑞
浪
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広

場
」
横
の
河
川
敷
に
て
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
青
空

土
岐
川
に
広
が
る

子
ど
も
た
ち
の
願
い

　
６
月
13
日
㈮
か
ら
3
日

間
、
瑞
浪
市
農
産
物
等
直

売
所
「
き
な
ぁ
た
瑞
浪
」

で
周
年
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
期
間
中
は
市
内
外

か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、

連
日
行
列
が
出
来
る
ほ
ど

の
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
店
内
販
売
や
三
角
く
じ

に
加
え
、
初
日
に
は
農
園

で
野
菜
の
収
穫
体
験
を
実

施
。
家
族
連
れ
を
中
心
に

36
組
の
参
加
者
が
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
キ
ュ
ウ
リ
の
収

穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
館
内
放
送
を
き
っ
か
け

に
当
日
申
し
込
ん
だ
方
も

お
り
、
初
め
て
体
験
さ
れ

た
方
に
と
っ
て
も
充
実
し

た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

活
気
に
満
ち
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

き
な
ぁ
た
瑞
浪
（
土
岐
町

６
０
５
９
）

営
業
時
間
：
９
時
～
18
時

☎
：
０
５
７
２-

２
６-

８

６
１
７

定
休
日
：
火
曜
日

の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
招
待
さ
れ
た
市
立
桔
梗

こ
ど
も
園
（
土
岐
町
）
の

園
児
27
人
が
、
ア
ユ
（
約

10
セ
ン
チ
）
を
数
人
ず
つ

並
び
な
が
ら
「
大
き
く
な

ぁ
れ
！
」
と
元
気
に
声
を

か
け
な
が
ら
川
に
放
流
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
板
垣

　
5
月
20
日
㈫
商
工
会
議

所
2
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、一

般
社
団
法
人 i-ba 

代
表
理

事 

柴
田
雄
一
郎
様
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、常
識
や

固
定
観
念
に
囚
わ
れ
な
い
、

自
分
だ
け
の
自
由
な
ア
イ

デ
ア
を
生
み
出
す
思
考
法

を
学
び
ま
し
た
。

　
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、

正
解
の
見
え
な
い
、予
測
不

能
な
現
代
社
会
に
お
い
て

は
、自
律
的
に
疑
問
を
抱
く

思
考
、今
ま
で
と
違
っ
た
新

し
い
も
の
を
生
み
出
す
思

考
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
本
講
義
で
は
、柴
田
様

が
実
際
に
新
規
事
業
の
立

ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
経
験

も
踏
ま
え
、「
ア
ー
ト
思
考
」

「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」「
ロ
ジ
カ

ル
思
考
」と
い
う
3
つ
の
思

考
法
を
使
い
ア
イ
デ
ア
を

生
み
出
す
手
法
や
、自
分
た

ち
の
思
考
が
い
か
に
常
識

や
枠
に
囚
わ
れ
て
い
る
の

か
を
ク
イ
ズ
な
ど
も
交
え

て
学
び
ま
し
た
。ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
2
つ
の
モ
ノ

を
結
び
付
け
て
新
規
事
業

の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す

体
験
を
し
、ア
イ
デ
ア
を
出

す
こ
と
が
思
っ
て
い
た
よ

り
簡
単
に
出
来
る
と
感
じ

ら
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

　
瑞
浪
青
年
会
議
所
で
は

こ
れ
か
ら
も
、青
年
経
済
人

と
し
て
求
め
ら
れ
る
知
識・

ス
キ
ル
を
学
ぶ
場
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。そ
し
て
地
域

の
次
世
代
を
担
う
方
々
と

も
共
に
学
ん
で
い
け
る
関

係
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
！

会
長
は
園
児
や
先
生
と
と

も
に
記
念
写
真
を
撮
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　
今
回
放
流
し
た
ア
ユ
の

稚
魚
は
、
土
岐
川
漁
業
協

瑞
浪
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
長
　
小
栗 

孝
信 

氏

（
小
栗
孝
信
税
理
士
事
務
所
）

瑞
浪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
　
三
輪
田 

幸
泰 

氏

 

（
三
輪
田
設
計
事
務
所
）

瑞
浪
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
　
櫻
井 

克
己 

氏

 （
有
限
会
社
小
田
水
道
工
業
）

　
左
記
の
皆
様
が
７
月
１

日
よ
り
会
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

同
組
合
（
水
野
利
之
組
合

長
）
の
協
力
に
よ
り
関
市

か
ら
取
り
寄
せ
た
と
の
こ

と
。
遊
漁
情
報
は
同
協
同

組
合
Ｈ
Ｐ
（
下

記
コ
ー
ド
）
を

参
照
。

　
丸
昭
釜
戸
鉱
業
協
同
組

合
の
理
事
長
交
代
に
伴

い
、
中
島
重
孝
氏
が
二
号

議
員
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

◆
二
号
議
員

丸
昭
釜
戸
鉱
業
協
同
組
合 

理
事
長
　
中
島 

重
孝 

氏

　
株
式
会
社
平
子
商
店 

平

子
照
雄
氏
が
、
５
月
29
日

よ
り
理
事
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

瑞
浪
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合

理
事
長
　
平
子
　
照
雄 

氏

 

（
株
式
会
社
平
子
商
店
）

　
東
濃
信
用
金
庫
瑞
浪
支

店
長 

滝
本
一
司
氏
異
動

に
伴
い
、
後
任
の
鍵
谷
友

宏
氏
が
常
議
員
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

◆
常
議
員

東
濃
信
用
金
庫
瑞
浪
支
店

支
店
長
　
鍵
谷 

友
宏 

氏

▲最後はみんなで記念撮影！

▲「大きくなぁれ！」と願いを込めて放流

▲ジャガイモの収穫を楽しむ参加者

Ｊ
Ｃ
コ
ー
ナ
ー
第
７
１
２
回 

５
月
例
会
事
業

「
自
分
だ
け
の
答
え
」を
つ
く
る

～
ア
ー
ト
思
考
セ
ミ
ナ
ー
～

事
務
局
長

　塚
本
真
之

桔
梗
こ
ど
も
園
の
園
児
が
ア
ユ
を
放
流

瑞
浪
市
観
光
協
会

土
岐
川
に
ぎ
わ
い
活
性
化
事
業

新
会
長
紹
介

新
理
事
長
紹
介

新
議
員
紹
介

多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
た
野
菜
の
収
穫
体
験

き
な
ぁ
た
瑞
浪
周
年
祭

 （3）第 642 号 みずなみ商工会議所ニュース 令和 7 年 7 月 1 日

瑞浪商工会議所ニュース広告募集中！ 2，3面（会議所会員）6，000円～ （非会員）12，000円～
4面（会議所会員）12，000円～ （非会員）24，000円～



FAX（0572）68-3103
Email：eisen-takagi@blue.ocn.ne.jp
URL：https://www.adsign-eisen.com

平面広告看板（ステンレス・アルミ製各種看板）
横断幕・懸垂幕・立体文字サイン

カッティングフィルム文字・マグネットサイン 他…

リフォーム相談 承ります

新築、増築、設計、施工

◎今すぐにでも備えたい地震被害。

◎キッチン、お風呂、トイレなど水周りすべておまかせ。
◎外壁や屋根、白蟻、その他、
　お困りのことは何でもご相談下さい。

耐震診断・耐震補強耐震診断・耐震補強

日比野建築
日比野建築設計事務所

瑞浪市寺河戸町1060-2
瑞浪　日比野建築
検 索

TEL 68-4436   FAX 67-3569

2025 住宅省エネ
　　　  補助金制度使えます

瑞浪市穂並1-36　 0572-68-5133　Ｐ18台
営11：00～14：00（L.O. 13：30）

17：30～22：00（L.O. 21：30）
休毎週水曜日・第4日曜日・月曜日
（日曜日は夜のみ営業）

Instagram：riku685133

３月１日より洋食をベースに
スタンダードメニュー・創作料理を交えながら
町の洋食屋さんのように親しみやすく

心地のいいお店に！
コースメニュー（税込）

月替わり陸ランチ ￥1,650
　　　  パスタランチ ￥1,300
　　　  ピッツァランチ ￥1,300
食後　コーヒー ￥200

コーヒー（アイス付） ￥350

限定10食

限定10食

おつまみコース ¥3,850
お食事・デザート付き

¥4,400コース／¥5,500コース

ランチメニュー（税込）

サービスインスタフォロー
していただいた方には

【昼】アイスクリーム
【夜】ワンドリンク

この広告を見た方限定！予約時に「商工会
議所ニュースを見た」とお伝えいただくと
コース10名様以上で幹事様1名無料

株式会社
中根塗装工務店　TEL.0572-68-7239
〒509-6101 岐阜県瑞浪市土岐町5252　営業時間 9時～18時　不定休

ホームページはこちら▶

私たちは東濃地域を中心に地域密着の塗装店です。
この先もずっと、頼りにしていただける塗装店として、お客様
一人ひとりの理想や要望にしっかりと向き合い、確かな技術で
お応えします。

個性を彩る
瑞浪市の頼

れる外壁塗
装なら

中根塗装工務店

末永く瑞浪市で暮らしていけるように。
外壁塗装でお家を、暮らしを守ります。

～皆様の足元を支え続けて80年～
建 設 業

建設業許可番号（特-02）第10586号

代表取締役　今　井　俊　久
〒509-6101
岐阜県瑞浪市土岐町4700-1
TEL 0572-67-1640
FAX 0572-68-8705
URL：https://www.imai-dbk.co.jp
E-mail：info@imai-dbk.co.jp

株式会社  今 井 土 木

七五三・お宮参り・成人式撮影（貸衣装、お仕度）・誕生日・家族写真

問い合わせ＆ご予約
瑞浪駅前ロータリー出口すぐ
☎ 0572-67-2915

●加登屋

←（2台）

日吉屋
●

瑞浪駅

P 有料P

P★

七五三・お宮参り・子供ドレス・卒業・振袖等貸し衣装あります。

有料P

2026年 ご成人式 撮影受付中

美
し
い
記
念
写
真
は

ミ
ヤ
ケ
写
真
館
で

	 令和 7年 7月 1日	 みずなみ商工会議所ニュース	 第 642 号（4）

この面の広告募集中 !!
ご希望の方は商工会議所まで

　
ベ
ル
リ
ン
の
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
合
唱
団
団
員
経

験
の
あ
る
瑞
浪
市
出
身
の

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
平
野
佳

恵
さ
ん
に
よ
る
音
楽
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

７
月
11
日
㈮

■
公
演
日
時

９
月
13
日
㈯
　
15
時
開
演

■
料
金
（
全
席
自
由
）

一
　
般
　
２
，０
０
０
円

中
学
生
以
下
　
１
，０
０
０
円

■
場
所
　
瑞
浪
市
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

詳
細
は
、
下
記

の
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

み
ん
な
で
つ
な
ぐ

瑞
浪
の
未
来
を

奏
で
る
音
楽
会

■
お
問
合
せ
先

瑞
浪
市
み
ず
な
み
未
来
部

生
涯
学
習
課

☎
６
８
‐
５
２
８
１（
月
休
）

　
今
年
は
終
戦
か
ら
80
年

の
節
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、

戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
た
書

籍
を
展
示
し
ま
す
。

　
戦
争
関
連
の
文
学
を
通

じ
て
そ
の
時
代
を
知
る
こ

と
で
、
戦
争
の
影
響
が
私

た
ち
の
生
活
と
深
く
繋
が

っ
て
い
る
こ
と
を
、
よ
り

強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間

７
月
11
日
㈮
～
24
日
㈭

■
場
所
・
お
問
合
せ
先

瑞
浪
市
民
図
書
館

☎
６
８
‐
５
５
２
９

「
開
く
、

戦
争
文
学
」展

　
窯
っ
子
ス
タ
ン
プ
満
貼
６

冊
で
、
バ
ン
テ
リ
ン
ド
―
ム

で
の
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
公
式

戦
に
ペ
ア
で
ご
招
待
し
ま
す
。

（
ラ
イ
ト
外
野
指
定
席
）

７
月

　
　
　
　
　
　
21
日
㈪
14
時

　
　
　		

29
日
㈫
18
時
／
30
日
㈬
18
時

８
月

　
　
　		

5
日
㈫
18
時
／
７
日
㈭
18
時

　
　
　
　
9
日
㈯
14
時

　
　
　
　
　		

15
日
㈮
18
時
／
16
日
㈯
14
時

（
時
間
は
試
合
開
始
時
間
）

■
受
付
開
始

７
月
12
日
㈯

９
時
～

■
受
付
場
所

松
野
屋
商
店
駅
前
店

☎
６
８
‐
３
４
３
６

窯
っ
子
ス
タ
ン
プ

7・8月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
戦

巨
人
戦

阪
神
戦

広
島
戦

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
戦

屏
風
山

屏
風
山

今
、
日
本
は
高
齢
化
社

会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
均
寿
命
は
男
性
八
十
一

歳
、
女
性
八
十
五
歳
、
毎

年
上
が
っ
て
い
ま
す
。

近
頃
の
新
聞
や
テ
レ
ビ

な
ど
で
、
高
齢
者
が
関
係

し
た
事
故
報
道
に
、
車
の

暴
走
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違

え
や
ギ
ヤ
の
入
れ
間
違
い

等
が
主
な
原
因
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
運
転
は
大
丈
夫
、

自
分
に
は
関
係
無
い
と
他

人
事
の
よ
う
に
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢

者
の
仲
間
入
り
を
し
た
今
、

い
つ
か
当
事
者
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
事
故
を

起
こ
す
前
に
免
許
証
の
返

納
を
考
え
て
お
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

朝
早
く
目
が
覚
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
一

日
の
睡
眠
時
間
が
六
時
間

よ
り
少
な
い
と
認
知
症
に

な
る
リ
ス
ク
が
増
え
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
の

睡
眠
時
間
は
五
時
間
ほ
ど
。

日
中
の
注
意
力
、
集
中
力

の
低
下
を
起
こ
し
、
事
故

に
な
る
確
率
が
上
が
り
ま

す
。
適
度
な
睡
眠
時
間
を

取
る
為
に
、
日
中
の
適
度

な
運
動
、
眠
る
前
に
酒
や

コ
ー
ヒ
ー
等
々
を
飲
ま
な

い
よ
う
に
し
、
睡
眠
の
リ

ズ
ム
を
整
え
、
心
地
良
い

眠
り
を
す
る
よ
う
に
心
掛

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
号
議
員
　
髙
木
辰
雄
）

第66回瑞浪美濃源氏七夕まつり

みずなみ祈願大花火大会申込書
8月9日（土）19：30～打上開始

＊この部分を切り取って瑞浪商工会議所までお申し込みください。

●振込の場合は申込者と振込者名を同じにしてください。
　（確認ができないと掲載ができない場合があります）

●上記がチラシに記載されます。お名前欄、祈願内容欄共に、普通玉1口につき最大15文字を
　目安にご記入ください。

祈願内容（お願い）

お名前

住所　〒　　　－

お申込者

□普 通 玉（5,000円/１口）

お支払方法
　　現金・振込

大垣共立・十六

東濃信金・JA ）（
担当者

☎（　　　　） 　 　－

□スターマイン（100,000円/１口）
円×　　　　　口＝　　　　　円

便利なネット決済でもお申込みいただけます →

【 7月14日㈪  締切 】

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

見やすく読みやすいユニバー
サルデザインフォントを採用
しています。

環境にやさしい
植物油インキを
使用しています。

みずなみ商工会議所ニュースは、適切に
管理された FSC®認証林からの原材料お
よび再生資源から作られています。


